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平成24年度介護保険料のお知らせ
▶問合せ　保険年金グループ　☎０７９（４３５）２５８２
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24
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
万
４
千
980
円

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度
、

物
価
や
賃
金
の
変
動
を
反
映
し
て

改
定
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
24
年
度

は
前
年
度
よ
り
40
円
引
き
下
げ
ら

れ
た
月
額
１
万
４
千
980
円
と
な
り

ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
毎
年
４
月
の
上
旬

に
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に
よ
っ

て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。

　

納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん

ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
も
で

き
ま
す
。

前
納
割
引
制
度

　

保
険
料
は
、
１
年
ま
た
は
６
ヵ

月
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
を

前
納
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
24
年
度
の
１
年

分
の
保
険
料
は
総
額
17
万
９
千
760

円
で
す
が
、
１
年
分
を
現
金
で
前

納
す
る
と
17
万
６
千
570
円
で
、
年

間
３
千
190
円
（
約
1.8
％
）
の
割
引

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
口
座
振
替

に
よ
っ
て
前
納
す
る
と
17
万
５
千

990
円
で
、
さ
ら
に
有
利
な
年
間
３

千
770
円
（
約
2.1
％
）
の
割
引
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
６
ヵ
月

分
の
保
険
料
は
総
額
８
万
９
千
880

円
で
す
が
、
６
ヵ
月
分
を
現
金
で

前
納
す
る
と
８
万
９
千
150
円
で
、

730
円
（
約
0.8
％
）
の
割
引
に
、６
ヵ

月
分
を
口
座
振
替
に
よ
っ
て
前
納

す
る
と
８
万
８
千
860
円
で
、
１
千

20
円
（
約
1.1
％
）
の
割
引
に
な
り

ま
す
。

　

口
座
振
替
で
１
年
分
の
前
納

（
４
〜
９
月
振
替
の
６
ヵ
月
分
の

前
納
を
含
む
）を
希
望
す
る
方
は
、

毎
年
２
月
末
ま
で
に
年
金
事
務
所

に
申
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
年
金
の
こ
と
、
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
、
日
本
年
金

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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昨
年
８
月
10
日
に
公
布
さ
れ
た

年
金
確
保
支
援
法
で
は
、
国
民
年

金
に
関
し
て
、
時
効
に
よ
っ
て
納

付
で
き
な
く
な
っ
た
一
定
期
間
の

保
険
料
を
本
人
の
希
望
に
よ
り
納

付
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
取
り

扱
い
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
扱
い
は
、
平
成
24
年

10
月
１
日
か
ら
３
年
間
に
限
っ
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

保
険
料
の
後
納
の
特
例
措
置

　

国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料
は
、

翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
料

を
滞
納
し
た
場
合
に
は
、
２
年
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
２
年

を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
付

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
の
適

用
を
受
け
た
り
、
学
生
納
付
特
例

や
若
年
者
納
付
猶
予
の
適
用
を
受

け
た
場
合
に
は
、
免
除
な
ど
の
適

用
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
追
納
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
追
納
は
、
10

年
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、

追
納
す
る
保
険
料
の
額
は
、
３
年

度
以
上
前
の
分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保

険
料
の
額
に
一
定
の
加
算
が
行
わ

れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
保
険
料
の
後
納
の
特
例

措
置
は
、
こ
の
保
険
料
の
追
納
と

は
別
に
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た

被
保
険
者
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、

今
年
の
10
月
１
日
か
ら
３
年
以
内

の
期
間
に
限
っ
て
保
険
料
の
後
払

い
（
後
納
）
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
厚

生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

に
限
っ
て
、
過
去
２
年
分
だ
け
で

な
く
過
去
10
年
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き
る

の
は
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
期
間
分
（
２
年

以
上
前
の
期
間
分
）
の
保
険
料
に

限
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
保
険
料

の
後
納
の
承
認
を
受
け
る
と
き
に
、

時
効
に
な
っ
て
い
な
い
２
年
以
内

の
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
の
滞
納

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
保
険
料

を
先
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
保
険
料
の
後
納
を

行
う
場
合
に
は
、
保
険
料
の
追
納

の
場
合
と
同
様
に
、
当
時
の
保
険

料
の
額
に
一
定
の
加
算
が
行
わ
れ

た
保
険
料
（
後
納
保
険
料
）
を
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

後
納
保
険
料
の
納
付
は
、
先
に

経
過
し
た
月
分
の
国
民
年
金
の
保

険
料（
加
算
が
行
わ
れ
た
保
険
料
）

か
ら
順
次
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

後
納
保
険
料
が
納
付
さ
れ
る
と
、

納
付
が
行
わ
れ
た
日
に
、
そ
の
納

付
が
行
わ
れ
た
月
の
国
民
年
金
の

保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
保
険
料
の
後
納
に
よ
っ
て
、

第
３
号
被
保
険
者
期
間
の
不
整
合

記
録
に
よ
り
２
年
以
上
前
の
保
険

料
未
納
期
間
が
あ
る
人
に
つ
い
て

も
、
そ
の
期
間
を
保
険
料
納
付
済

期
間
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
す
で
に
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

 

国
民
年
金	

平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料
月
額
と
前
納
割
引
制
度

平
成
24
年
10
月
１
日
よ
り
３
年
間
、

　
　
　

後
納
保
険
料
の
納
付
が
で
き
ま
す
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０
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特別徴収（年金天引き）の方法

●仮徴収（４・６・８月の支払い分）
　基本的に前年度最後の支払い月（２月支払い分）と
同じ金額が仮徴収として、年金から天引きされます。

●本徴収（10・12・翌年２月の支払い分）
　今年度分の保険料額の確定を受けて、仮徴収額と
の調整が行われます。
　「確定した保険料の年額 － 仮徴収合計額」は３回

（10・12・２月）に分けて徴収されます。

特別徴収（年金から天引き）対象の方へ
　第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料は、市町
村民税の課税区分（課税・非課税）および前年の合計
所得金額などに基づき決定するため、これが確定する
６月以降でなければ決まりません。
　このため、平成23年度以前から継続して特別徴収に
より納付されている方の、平成24年４月、６月および
８月の保険料は、基本的に平成24年２月に年金から徴
収しました保険料額と同じ額を「保険料仮徴収額」と
して徴収させていただくことになります。ただし、平
成24年度から新たな保険料が設定される関係で、８月
の金額が変更になる場合がありますのでご了承くださ
い。なお、平成24年度の介護保険料額決定通知は、６
月中旬に送付いたします。
　また、仮徴収額の通知は、省略させていただいてお
りますのでご了承ください。

高額な外来診療を受ける
皆さまへ
▶問合せ　保険年金グループ
　　　　　☎０７９（４３５）２５８１

　平成24年４月１日からは、高額な外来診療を
受けたとき、限度額適用認定証などや健康保険被
保険者証（保険証）などを提示すれば、ひと月の
医療機関などの窓口での支払いが一定の金額に
とどめられます。
　70歳未満の方と70歳以上の非課税世帯などの
方は、事前に医療保険者から限度額適用
認定証などの交付を受ける必要があり
ますので、詳しくはご加入の医療保険
者にご相談ください。

普通徴収（納付書・口座振替で納付）
対象の方へ
　特別徴収の部分でも述べましたが、平成24年度の保
険料額は６月以降でなければ決定できません。そのた
め普通徴収の方についても、平成23年度の保険料額を
基に第１期（４月）分の保険料を徴収します。これを暫
定賦課と言い、４月中旬に１回分の納付書（通知書）を
送付します。
　その後６月に保険料額が確定しますので、年額から

第１期分を差し引いた額を残
りの５回の納期で分けて納め
ていただきます。この決定通
知については特別徴収と同じ
く６月中旬に送付いたします。
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